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は
じ
め
に

　
二
〇
〇
八
年
九
月
に
米
大
手
投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

が
破
綻
し
て
以
降
、
世
界
経
済
の
状
況
は
急
激
に
悪
化
し
、
日
本
も

深
刻
な
景
気
後
退
に
直
面
し
た
。
こ
の
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
経
済

危
機
と
し
ば
し
ば
比
較
さ
れ
る
の
が
、
一
九
三
〇
～
三
二
年
の
昭
和

恐
慌
で
あ
る
。
こ
の
と
き
日
本
は
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
株
式
市
場
の
大
暴
落
を
契
機
に
始
ま
っ
た
世
界
恐
慌
に
巻
き

込
ま
れ
、
深
刻
な
不
況
に
陥
っ
た
。
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
経
済
危

機
と
昭
和
恐
慌
は
、
海
外
の
金
融
市
場
の
混
乱
が
世
界
的
な
経
済
危

機
に
発
展
し
、
日
本
経
済
を
直
撃
し
た
と
い
う
点
で
似
て
い
る
。
し

か
し
、
経
済
シ
ョ
ッ
ク
が
日
本
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
与
え
た
影
響
は
、

大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
昭
和
恐
慌
で
は
銀
行
シ
ス
テ
ム
が

大
き
く
動
揺
し
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
経
済
危
機
で

は
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
深
刻
な
動
揺
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
両
者
の
間

で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
安
定

的
な
銀
行
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　
本
研
究
で
は
、
昭
和
恐
慌
期
に
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
が
生
じ
た

要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、

昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
を
数
量
的
に
評
価
す

る
こ
と
を
試
み
る
。
第
二
章
で
は
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
動
揺
の
要
因
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
第
一
の
要
因
と
し
て
、
当
時
の
通
貨
制
度
で
あ

【
特
集
１
】

昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺

秋
　
吉
　
史
　
夫
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る
金
本
位
制
の
制
約
に
よ
っ
て
適
切
な
財
政
・
金
融
政
策
の
実
施
が

妨
げ
ら
れ
、
実
体
経
済
の
悪
化
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
論
じ
る
。
第
二
の
要
因
と
し
て
、
過
剰
な
銀
行
数
、
機
関
銀
行

の
蔓
延
、
預
金
者
保
護
制
度
の
未
整
備
と
い
っ
た
当
時
の
銀
行
シ
ス

テ
ム
が
抱
え
て
い
た
諸
問
題
が
恐
慌
期
に
表
面
化
し
た
こ
と
を
論
じ

る
。
最
後
に
、
昭
和
恐
慌
期
の
教
訓
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
。

一
　
昭
和
恐
慌
と
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺

　
一
九
三
〇
年
一
月
、
浜
口
内
閣
は
金
の
輸
出
解
禁
（
金
解
禁
）
に

踏
み
切
り
、
日
本
は
金
本
位
制
に
復
帰
し
た
。
金
本
位
制
維
持
の
た

め
に
緊
縮
的
な
財
政
・
金
融
政
策
が
と
ら
れ
、
折
か
ら
始
ま
っ
た
世

界
恐
慌
の
影
響
と
あ
い
ま
っ
て
、
日
本
経
済
は
昭
和
恐
慌
と
呼
ば
れ

る
深
刻
な
不
況
に
陥
っ
た
。
名
目
Ｇ
Ｎ
Ｐ
成
長
率
は
、
一
九
三
〇
年

に
マ
イ
ナ
ス
九
・
九
％
、
一
九
三
一
年
に
マ
イ
ナ
ス
九
・
三
％
と
大

幅
な
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
（
表
１
）。
実
体
経
済
の
急
激
な

悪
化
か
ら
、
多
く
の
銀
行
が
破
綻
し
た
。

　
一
九
三
〇
～
三
二
年
に
休
業
し
た
銀
行
は
一
一
八
行
で
あ
り
、
休

業
率
は
全
銀
行
の
一
二
・
一
％
に
達
し
た 
 

（
表
１
）。
金
融
史
上
有

名
な
金
融
恐
慌
が
発
生
し
た
一
九
二
七
年
の
休
業
銀
行
は
、
四
四
行

で
あ
り
、
休
業
率
は
二
・
八
％
で
あ
っ
た
（
表
１
）。
昭
和
恐
慌
期
に

（
１
）

お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
は
金
融
恐
慌
と
同
程
度
か
そ
れ
以
上

の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
を
分
析
し
た
進
藤
（
一
九
八
七
）

は
、
そ
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る  
 

。

昭
和
恐
慌
と
呼
ば
れ
る
時
期
の
昭
和
四
～
七
年
の
大
不
況
期
に

は
、（
一
）
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、
預
金
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇

〇
万
円
程
度
の
規
模
を
も
つ
各
県
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
多
く
の
有

力
銀
行
が
破
綻
し
、（
二
）
そ
れ
に
と
も
な
い
県
内
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
銀
行
が
取
り
付
け
に
遭
い
、（
三
）
し
か
も
、
そ
の
信

用
不
安
・
銀
行
界
動
揺
の
期
間
が
数
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
破

綻
銀
行
の
発
生
地
域
も
青
森
県
か
ら
宮
崎
県
ま
で
の
全
国
に
お

よ
ん
だ
。

　
図
１
は
、
五
大
銀
行
（
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
第
一
、
安
田
）
と
地

方
銀
行
（
五
大
銀
行
以
外
の
銀
行
）
の
預
金
残
高
の
推
移
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
地
方
銀
行
を
み
る
と
、
一
九
二
七
年
の
金
融
恐
慌
の
打

撃
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
預
金
残
高
が
昭
和
恐
慌
期
に
大
き
く
減

少
し
た
。
一
方
、
同
時
期
の
五
大
銀
行
の
預
金
残
高
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
た
。
地
方
銀
行
と
五
大
銀
行
の
預
金
残
高
の
対
照
的
な

動
き
は
、
昭
和
恐
慌
に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
た
の
が
地
方
銀
行
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
図
２
は
、
五
大
銀
行
と
地
方
銀
行
の

（
２
）
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貸
出
残
高
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
大
銀
行
の
貸
出
残
高

が
順
調
に
増
加
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
地
方
銀
行
の
貸
出
残
高
は

一
九
二
五
年
末
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
昭
和
恐
慌
期
後
の
一
九

三
五
年
に
よ
う
や
く
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。
昭
和
恐
慌

期
間
中
の
貸
出
残
高
の
減
少
は
約
一
〇
億
円
で
あ
り
、
一
九
二
七
年

末
か
ら
一
九
三
四
年
末
ま
で
の
貸
出
残
高
の
減
少
額
約
二
一
億
円
の

半
分
近
く
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
に
貸
出
残
高
の
動
き
も
恐
慌
期
の

地
方
銀
行
の
動
揺
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
表
２
は
、
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
休
業
銀
行
の
分
布
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
金
融
恐
慌
期
に
お
け
る
休
業
銀
行
の
分
布

表１　経済指標の推移（１９２０～３５年）

休業銀行数
銀行数
（年初）

マネタリー
ベース
（億円）

一般会計
歳出

（億円）

名目GNP
成長率（％）

年

１５２,０００１５.１１３.６２.９１９２０
６１,９８７１５.８１４.９－６.４１９２１
１６１,９６７１６.３１４.３４.６１９２２
１８１,９４５１７.６１５.２－４.２１９２３
１３１,８４５１７.２１６.３４.４１９２４
９１,７６５１６.９１５.２４.４１９２５
８１,６７０１６.２１５.８－１.８１９２６
４４１,５４４１７.７１７.７２.０１９２７
２０１,３９６１８.２１８.１１.３１９２８
８１,１３１１７.８１７.４－１.３１９２９
２７９７６１５.５１５.６－９.９１９３０
７１８７２１４.４１４.８－９.３１９３１
２０７７１１５.４１９.５２.６１９３２
３６２５１６.６２２.５１２.３１９３３
０６０１１７.３２１.６１０.５１９３４
２５６３１８.８２２.１７.９１９３５

出典：大川一司・高松信清・山本有造『長期経済統計　第１巻：国民所得』
（東洋経済新報社、１９７４年）１７８頁、財務省「明治初年度以降一般会計
歳入歳出予算決算」、日本銀行百年史編纂委員会編 「日本銀行貸借対
照表」（『日本銀行百年史　資料編』 日本銀行、１９８６年）２８２～２８９頁、
後藤新一『日本の金融統計』（東洋経済新報社、１９７０年）５６～５８頁、土
屋喬雄「金融恐慌関係資料（１）解題」（日本銀行調査局編『日本金融史
資料　昭和編　第２４巻』 大蔵省印刷局、１９６９年）１～２頁、進藤寛「昭
和恐慌期における休業銀行・開店休業銀行の実態と影響」（『地方金
融史研究』 第１８号、１９８７年）１０８～１０９頁より作成。

注１：一般会計歳出は年度データであり、すべて決算額である。
　２：マネタリーベースは、発行銀行券と民間当座預金の和として定義し

ている。データ作成の詳細については、中澤正彦・原田泰「なぜデフ
レが終わったのか：財政政策か、金融政策か」（岩田規久男編『昭和恐
慌の研究』 東洋経済新報社、２００４年）２４９～２７６頁を参照されたい。

　３：銀行数、休業銀行数は普通銀行と貯蓄銀行の合計である。また年初
の銀行数として前年末の数値を用いている。１９２７年の休業銀行数は
台湾銀行を含まない。
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図１　預金残高の推移（１９２０～３５年）
出典：後藤新一『日本の金融統計』（東洋経済新報社、１９７０年）８６～８９頁、１１８～１２０頁、

１７２～１７４頁より作成。
　注：預金残高は年末の数値である。三井銀行・三菱銀行・住友銀行・第一銀行・安

田銀行を五大銀行とする。地方銀行は、五大銀行以外の普通銀行と貯蓄銀行と
する。

図２　貸出残高の推移（１９２０～３５年）
出典：後藤新一『日本の金融統計』（東洋経済新報社、１９７０年）８６～８９頁、１１８～１２０頁、

１７２～１７４頁より作成。
注：貸出残高は年末の数値である。三井銀行・三菱銀行・住友銀行・第一銀行・安

田銀行を五大銀行とする。地方銀行は、五大銀行以外の普通銀行と貯蓄銀行と
する。
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も
掲
載
し
て
い
る
（
表
３
）。
昭
和
恐
慌
期
に
銀
行
休
業
が
発
生
し

た
道
府
県
数
は
二
八
で
あ
り
、
金
融
恐
慌
期
の
二
〇
に
比
べ
て
や
や

多
い
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
休
業
銀
行
が
多
い
地
域
を
み
る
と
、
両

者
で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
昭
和
恐
慌
期
に
お
い
て
休
業
銀
行
が
多
い

道
府
県
は
、
長
野
県
一
五
行
、
山
梨
県
一
四
行
、
青
森
県
一
一
行
、

岐
阜
県
一
〇
行
、
愛
知
県
八
行
で
あ
り
、
農
業
を
基
盤
と
す
る
地
域

が
多
か
っ
た
。
一
方
、
金
融
恐
慌
期
に
お
い
て
休
業
銀
行
が
多
い
道

府
県
は
、
東
京
府
一
〇
行
、
京
都
府
四
行
、
大
阪
府
三
行
、
兵
庫
県

三
行
、
埼
玉
県
三
行
、
福
岡
県
三
行
で
あ
り
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
、

神
戸
と
い
っ
た
商
工
業
が
盛
ん
な
大
都
市
を
有
す
る
地
域
が
多
か
っ

表２　昭和恐慌期（１９３０～３２年）の休業銀行の分布

公称資本金規模別
本　店
所在地 計

１００万円
未満

１００万円
以上

２００万円
以上

５００万円
以上

１０００万円
以上

１１北海道
１１２５２１１青 森
４１１２岩 手
１１秋 田
６５１福 島
４１１１１栃 木
１１群 馬
１１埼 玉
１１千 葉
１１東 京
３２１神奈川
５２３富 山
１４１２２山 梨
１５８４２１長 野
１０５２３岐 阜
５４１静 岡
８２２１２１愛 知
３１１１三 重
１１滋 賀
４２２京 都
４２２大 阪
４１３兵 庫
４２２和歌山
２１１愛 媛
１１福 岡
１１長 崎
１１熊 本
２１１宮 崎

１１８５５３７１５６５合計

出典：進藤寛「昭和恐慌期における休業銀行・開店休業銀行の実態と影
響」（『地方金融史研究』 第１８号、１９８７年）１０８頁、１２２～１２５頁より作
成。

　注：休業銀行には貯蓄銀行を含む。
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た
。
金
融
恐
慌
期
の
銀
行
破
綻
が
大
都
市
地
域
中
心
の
も
の
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
昭
和
恐
慌
期
の
銀
行
破
綻
は
地
方
都
市
お
よ
び
農
村

地
域
中
心
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
次
に
休
業
銀
行
の
規
模
を
検
討
す
る
。
昭
和
恐
慌
期
に
お
い
て
公

称
資
本
金
が
五
〇
〇
万
円
以
上
の
休
業
銀
行
は
一
一
行
で
あ
り
、
休

業
銀
行
全
体
の
九
・
三
％
で
あ
る
。
一

方
、
金
融
恐
慌
期
に
お
い
て
公
称
資
本

金
が
五
〇
〇
万
円
以
上
の
休
業
銀
行
は

一
〇
行
で
あ
り
、
休
業
銀
行
全
体
の
二

二
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
金
融
恐
慌
期
に
比
べ
る
と
、
昭
和
恐

慌
期
に
は
小
規
模
な
銀
行
が
多
く
破
綻

し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
昭
和
恐
慌
期

に
お
け
る
銀
行
破
綻
は
大
都
市
で
は
な

く
地
方
中
心
で
あ
り
、
銀
行
破
綻
が
地

域
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
決
し
て
小

さ
く
な
か
っ
た
。
進
藤
（
一
九
八
七
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
昭
和
恐
慌
期
に

破
綻
し
た
地
方
銀
行
の
中
に
は
県
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
預
金
量
を
誇
る
銀
行

が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た 
 

。
青
森
県
、
岩
手
県
、
福
島
県
、
栃
木
県
、

長
野
県
、
三
重
県
、
和
歌
山
県
、
宮
崎
県
で
は
県
内
預
金
順
位
一
位

あ
る
い
は
二
位
の
銀
行
が
休
業
し
た 
 

。
地
域
の
中
核
銀
行
が
破
綻
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
連
鎖
的
な
銀
行
取
付
が
発
生
し
、
そ
の
地
域
の
銀

行
シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
動
揺
し
た
。

（
３
）

（
４
）

表３　金融恐慌期（１９２７年）の休業銀行の分布

公称資本金規模別
本　店
所在地 計

１００万円
未満

１００万円
以上

２００万円
以上

５００万円
以上

１０００万円
以上

１１福 島
３３埼 玉
１１千 葉
１０３５２東 京
１１神奈川
１１石 川
１１福 井
１１岐 阜
２２滋 賀
４３１京 都
３２１大 阪
３２１兵 庫
２１１岡 山
２１１広 島
１１山 口
２１１徳 島
１１愛 媛
３２１福 岡
１１佐 賀
１１鹿児島

４４２２９３６４合計

出典：進藤寛「昭和恐慌期における休業銀行・開店休業銀行の実態と影
響」（『地方金融史研究』 第１８号、１９８７年）１０９頁より作成。

　注：休業銀行には貯蓄銀行を含み、台湾銀行を含まない。
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　A
kiyosh

 
      i  
（2009

    
）
は
、
日
本
銀
行
の
資
料
に
基
づ
い
て
、

昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
各
地
域
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
を

分
析
し
、（
一
）
和
歌
山
県
（
一
九
三
一
年
一
一
月
）、（
二
）
青

森
県
・
岩
手
県
（
一
九
三
一
年
一
一
月
）、（
三
）
岐
阜
県
・
愛

知
県
（
一
九
三
一
年
一
二
月
）、（
四
）
愛
知
県
・
三
重
県
・
静

岡
県
（
一
九
三
二
年
三
月
）
の
四
つ
の
パ
ニ
ッ
ク
の
発
生
を

報
告
し
て
い
る  
 

。
こ
の
う
ち
、
一
九
三
一
年
一
一
月
に
発
生

し
た
青
森
県
・
岩
手
県
の
パ
ニ
ッ
ク
は
、
青
森
県
の
大
銀
行

で
あ
る
第
五
十
九
銀
行
の
休
業
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま

た
一
九
三
二
年
三
月
に
発
生
し
た
愛
知
県
・
三
重
県
・
静
岡

県
の
パ
ニ
ッ
ク
は
、
愛
知
県
の
大
銀
行
で
あ
る
村
瀬
銀
行
・

明
治
銀
行
の
相
次
ぐ
休
業
が
引
き
金
と
な
っ
た
。

　
地
域
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
が
パ
ニ
ッ
ク
と
い
う
形
で

は
な
く
、
銀
行
預
金
の
長
期
に
わ
た
る
流
出
と
い
う
形
を

と
っ
た
地
域
も
あ
っ
た
。
長
野
県
で
は
、
県
内
一
の
預
金
量

を
誇
る
信
濃
銀
行
が
一
九
三
〇
年
一
一
月
に
休
業
し
て
以
来
、

県
内
所
在
の
銀
行
か
ら
預
金
流
出
が
続
き
、
そ
の
過
程
で
多

く
の
銀
行
が
休
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　
表
４
は
、
昭
和
恐
慌
に
お
い
て
銀
行
破
綻
が
多
発
し
た
地

域
の
銀
行
預
金
・
郵
便
貯
金
・
銀
行
貸
出
の
推
移
を
ま
と
め

（
５
）

表４　昭和恐慌期中に銀行破綻が多発した地域の銀行預金・郵便貯金・
銀行貸出 （単位：百万円）

全国愛知岐阜長野山梨青森年

１０,５７８６２７１４８１３６６４６８
１９２９年末

銀行預金
残高

（１００）（１００）（１００）（１００）（１００）（１００）

 ９,８５４５３３ ７９ ９２４５４５
１９３２年末

（ ９３）（ ８５）（ ５４）（ ６７）（ ７０）（ ６７）

 ２,１７６１３２ ３９ ３２６１０
１９２９年度末

郵便貯金
残高

（１００）（１００）（１００）（１００）（１００）（１００）

 ２,７３４２４２ ７８ ６３１５２４
１９３２年度末

（１２６）（１８２）（１９８）（１９５）（２４９）（２２９）

 ７,５２９３４７ ８８１６５６４６６
１９２９年末

銀行貸出
残高

（１００）（１００）（１００）（１００）（１００）（１００）

 ６,５７６２８２ ４１１０４４３４６
１９３２年末

（ ８７）（ ８１）（ ４７）（ ６３）（ ６７）（ ７０）

出典：大蔵省銀行局『銀行局年報』「普通銀行資産負債表」「貯蓄銀行資産負債表」、
逓信省貯金局『貯金局統計年報』より作成。

注１：銀行預金・銀行貸出は普通銀行と貯蓄銀行の合計額である。
　２：郵便貯金は振替貯金を含む。
　３：カッコ内の数値は１９２９年末（郵便貯金は１９２９年度末）の残高を１００とする指

数。
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た
も
の
で
あ
る
。
恐
慌
前
の
一
九
二
九
年
末
と
恐
慌
後
の
一
九
三
二

年
末
の
銀
行
預
金
残
高
を
比
較
す
る
と
、
岐
阜
県
で
約
五
割
減
少
し

た
の
を
は
じ
め
、
青
森
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
で
は
約
三
割
減
少
し

た
。
同
時
期
に
お
け
る
全
国
の
銀
行
預
金
の
減
少
は
一
割
に
満
た
ず
、

銀
行
破
綻
に
よ
っ
て
深
刻
な
預
金
流
出
が
生
じ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　
銀
行
か
ら
流
出
し
た
資
金
は
、
郵
便
貯
金
へ
と
流
入
し
た
。
銀
行

破
綻
が
多
発
し
た
地
域
で
は
い
ず
れ
も
、
郵
便
貯
金
の
残
高
が
二
倍

前
後
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
政
府
に
よ
っ
て
払
い
戻
し
が
保
証
さ
れ

て
い
た
郵
便
貯
金
は
、
動
揺
す
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
か
ら
流
出
し
た
資

金
の
有
力
な
受
け
皿
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
銀
行
破
綻
が
多
発
し
た
地
域
で
は
、
銀
行
預
金
の
流
出
に
伴
い
、

銀
行
貸
出
も
大
き
く
減
少
し
た
。
恐
慌
前
に
比
べ
貸
出
残
高
が
半
分

以
下
と
な
っ
た
岐
阜
県
を
は
じ
め
銀
行
破
綻
の
多
発
地
域
で
は
、
全

国
平
均
よ
り
も
大
幅
な
貸
出
減
少
が
起
き
た
。
こ
の
よ
う
な
銀
行
貸

出
の
減
少
は
、
地
域
の
実
体
経
済
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
。

日
本
商
工
会
議
所
編
（
一
九
九
九
）
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
に

伴
い
各
地
の
商
工
農
業
者
が
直
面
し
た
資
金
難
の
状
況
を
ま
と
め
て

い
る 
 

。
例
え
ば
、
山
梨
県
甲
府
地
方
の
資
金
難
の
状
況
は
次
の
よ
う

に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）

昭
和
五
年
以
来
財
界
不
況
ノ
為
メ
山
梨
県
内
ニ
於
ケ
ル
銀
行
数

三
十
七
行
ノ
内
、
現
ニ
金
融
機
関
ト
シ
テ
使
命
ヲ
完
ウ
シ
ツ
ツ

ア
ル
モ
ノ
其
ノ
約
二
割
ニ
過
キ
ス
、
之
ニ
依
リ
テ
見
ル
モ
金
融

梗
塞
ハ
非
常
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
従
テ
当
地
方
ノ
主
要
産
業
タ
ル
製

糸
業
及
農
産
業
ノ
資
金
難
ハ
極
度
ニ
達
シ
、
県
下
二
百
六
十
ノ

製
糸
工
場
中
独
力
ヲ
以
テ
操
業
ヲ
継
続
シ
得
ル
モ
ノ
僅
ニ
十
工

場
ヲ
出
テ
ス
、
又
農
家
ハ
其
ノ
耕
地
ヘ
充
分
ナ
ル
施
肥
ヲ
為
ス

コ
ト
能
ハ
サ
ル
結
果
収
穫
物
ニ
於
テ
数
割
ヲ
減
シ
、
加
フ
ル
ニ

農
産
物
ノ
価
格
低
下
ニ
由
リ
、
所
得
尠
ナ
ク
購
買
力
減
退
シ
延

テ
商
業
モ
亦
未
曾
有
ノ
不
振
ニ
在
リ
、
偶
々
中
小
農
工
救
済
資

金
ノ
割
当
ニ
接
ス
ル
モ
之
ヲ
借
入
ル
ル
能
力
ナ
キ
状
態
ナ
リ

　
秋
吉
（
二
〇
〇
六
）
は
、
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム

の
動
揺
が
、
銀
行
貸
出
の
減
少
を
通
じ
て
地
域
の
生
産
活
動
に
与
え

た
影
響
を
分
析
し
た 
 

。
そ
の
中
で
秋
吉
は
、
製
糸
業
と
い
っ
た
銀
行

借
入
依
存
度
の
高
い
産
業
に
お
い
て
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
に
よ

る
生
産
活
動
の
低
下
が
生
じ
た
と
い
う
分
析
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
昭
和
恐
慌
期
に
は
、
地
方
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
深
刻

な
動
揺
が
生
じ
、
地
域
の
中
核
銀
行
の
破
綻
と
そ
れ
を
契
機
と
す
る

パ
ニ
ッ
ク
あ
る
い
は
預
金
の
大
量
流
出
が
起
き
た
。
そ
の
結
果
、
銀

行
貸
出
が
減
少
し
、
製
糸
業
な
ど
一
部
の
産
業
は
打
撃
を
受
け
た
。

（
７
）



55

二
　
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
経
済
危
機
と 

　
　
銀
行
シ
ス
テ
ム

　
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
米
国
の
金
融
市
場

の
混
乱
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
大
手
投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
が
破
綻
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
経
済
を
揺
る
が
す
深
刻

な
経
済
危
機
へ
と
発
展
し
た  
 

。
日
本
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
二
〇
〇

九
年
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
六
・
一
％
と
過
去
五
〇
年

間
で
最
大
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た

（
表
５
）。

　
こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
経

済
危
機
に
よ
っ
て
日
本
経
済
が
受
け
た
打

撃
は
、
昭
和
恐
慌
期
に
匹
敵
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
恐
慌
期
と
は
異
な

り
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
動
揺
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
表
５
に
は
一
九
九
五

年
以
降
の
銀
行
の
破
綻
件
数
を
掲
載
し
て

い
る
が
、
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
に
破
綻
し

た
銀
行
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
地
方
を
中
心

に
銀
行
破
綻
が
多
発
し
た
昭
和
恐
慌
期
と

は
対
照
的
で
あ
る
。
図
３
は
、
都
市
銀
行

と
地
方
銀
行
の
預
金
残
高
の
推
移
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
を

み
る
と
、
都
市
銀
行
だ
け
で
な
く
地
方
銀

（
８
）

表５　経済指標の推移（１９９５～２００９年）

休業銀行数
銀行数

（年度初）

マネタリー
ベース
（兆円）

一般会計
歳出

（兆円）

名目GDP
成長率（％）

年

１１６７ ４５.３ ７５.９　１.４１９９５
２１７４ ４８.８ ７８.８　２.０１９９６
３１７６ ５３.８ ７８.５　２.１１９９７
３１７６ ５６.０ ８４.４－２.１１９９８
５１７３ ６４.５ ８９.０－１.４１９９９
０１７１ ６３.８ ８９.３　１.１２０００
１１６７ ７５.２ ８４.８－１.０２００１
１１６４ ９０.６ ８３.７－１.３２００２
１１５８１０３.１ ８２.４－０.２２００３
０１５５１０７.５ ８４.９　１.６２００４
０１５４１０８.６ ８５.５　０.７２００５
０１４８ ８６.０ ８１.４　１.１２００６
０１４７ ８６.２ ８１.８　１.６２００７
０１４９ ８７.９ ８８.９－２.０２００８
０１４９ ９２.７１０２.５－６.１２００９

出典：内閣府「国民経済計算 SNA」、預金保険機構『預金保険機構年報２００８』
１７５頁、財務省「明治初年度以降一般会計歳入歳出予算決算」、日本銀行
「時系列統計データ」、平成金融危機への対応研究会「平成金融危機への
対応」（『預金保険研究』 第４号、２００５年）１６７～１８６頁より作成。

注１：一般会計歳出は年度データであり、平成２１（２００９）年度のみ予算額、他
の年度は決算額である。

　２：マネタリーベースは、戦前のデータとの整合性を保つため、日本銀行
券発行高の年末平均残高と日銀当座預金の年末平均残高の合計として
定義している。

　３：銀行数については、前年度末の数値を年度初の数値として用いている。
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図３　預金残高の推移（１９９５～２００９年）
出典：日本銀行「時系列統計データ」より作成。
　注：預金残高は年末の数値である。地方銀行の預金残高は地方銀行Ⅰと地方銀行Ⅱ

の合計である。
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図４　貸出残高の推移（１９９５～２００９年）
出典：日本銀行「時系列統計データ」より作成。
　注：貸出残高は年末の数値である。地方銀行の預金残高は地方銀行Ⅰと地方銀行Ⅱ

の合計である。
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行
も
順
調
に
預
金
残
高
を
伸
ば
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
昭
和
恐
慌
期

に
地
方
銀
行
が
大
き
く
預
金
を
減
ら
し
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
図

４
は
、
都
市
銀
行
と
地
方
銀
行
の
貸
出
残
高
の
推
移
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
。
地
方
銀
行
の
貸
出
残
高
は
、
二
〇
〇
八
年
に
大
き
く
増
加

し
、
二
〇
〇
九
年
は
横
ば
い
で
推
移
し
た  
 

。
こ
の
点
も
、
地
方
銀
行

の
貸
出
残
高
が
大
き
な
落
ち
込
み
を
み
せ
た
昭
和
恐
慌
期
と
は
異
な

る
。

　
こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
経
済
危
機
に
お
い
て
は
、
実

体
経
済
の
急
激
な
悪
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
安
定
的

に
推
移
し
た
。
銀
行
破
綻
は
発
生
せ
ず
、
パ
ニ
ッ
ク
や
預
金
の
大
量

流
出
、
貸
出
の
大
幅
減
少
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

三
　
昭
和
恐
慌
に
お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム 

　
　
動
揺
の
原
因

　
世
界
的
な
経
済
危
機
の
影
響
を
受
け
て
日
本
経
済
が
深
刻
な
不
況

に
直
面
し
た
と
い
う
点
で
、
昭
和
恐
慌
と
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
経

済
危
機
は
似
て
い
る
。
し
か
し
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
与
え
た
影
響
は

大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
昭
和
恐
慌
が
地
方
の
銀
行
シ
ス
テ

ム
に
深
刻
な
動
揺
を
も
た
ら
し
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
八
～
〇
九
年

の
経
済
危
機
で
は
そ
の
よ
う
な
現
象
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
章

（
９
）

で
は
、
昭
和
恐
慌
と
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
経
済
危
機
を
比
較
検
討

し
、
前
者
に
お
い
て
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
が
生
じ
た
原
因
を
考
察

す
る
。

（
１
）　
金
本
位
制
に
よ
る
財
政
・
金
融
政
策
の
制
約

　
昭
和
恐
慌
期
に
お
い
て
不
況
が
深
刻
化
し
た
要
因
の
一
つ
に
、
当

時
の
浜
口
・
若
槻
内
閣
に
よ
る
緊
縮
的
な
財
政
・
金
融
政
策
が
あ
る
。

表
１
に
お
い
て
財
政
政
策
の
ス
タ
ン
ス
を
表
す
一
般
会
計
歳
出
の
推

移
を
み
る
と
、
一
九
二
九
年
に
一
七
・
四
億
円
で
あ
っ
た
歳
出
が
、

一
九
三
〇
年
に
一
五
・
六
億
円
、
一
九
三
一
年
に
一
四
・
八
億
円
と

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
同
じ
く
表
１
中
の
金
融
政
策
の
ス
タ
ン
ス

を
表
す
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
二
九
年
に
一

七
・
八
億
円
で
あ
っ
た
残
高
が
、
一
九
三
〇
年
に
は
一
五
・
五
億
円
、

一
九
三
一
年
に
は
一
四
・
四
億
円
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
一
般
会
計
歳
出
と
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
動
き
は
、
昭
和
恐
慌
期

中
に
不
況
の
深
刻
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
財
政
・
金
融
が
引
き
締
め
ら

れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
経
済
が
不
況
に
陥
っ
た
際
に
は
、
拡
張
的
な
財
政
・
金
融
政
策
に

よ
っ
て
不
況
の
深
刻
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
、
現
代
に
お
け

る
通
常
の
経
済
政
策
の
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
恐
慌
期
に
は
、
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こ
れ
と
は
正
反
対
の
経
済
政
策
が
実
施
さ
れ
、
経
済
状
況
の
更
な
る

悪
化
を
招
い
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
経
済
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
、
各
地
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
昭
和
恐
慌
期
に
緊
縮
的
な
財
政
・
金
融
政
策
が
と
ら
れ
た
背
景
に

は
、
金
本
位
制
の
問
題
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
金
本
位
制
は
、
一

九
世
紀
以
降
多
く
の
欧
米
諸
国
が
採
用
し
た
通
貨
制
度
で
あ
り
、
貨

幣
価
値
の
基
準
と
し
て
金
を
用
い
た
。
日
本
も
、
日
清
戦
争
の
戦
勝

で
得
た
賠
償
金
を
も
と
に
し
て
一
八
九
七
年
に
金
本
位
制
を
採
用
し

た
。
日
本
で
は
金
〇
・
七
五
グ
ラ
ム
を
も
っ
て
一
円
と
定
め
ら
れ
、

日
本
銀
行
で
紙
幣
と
正
貨
（
金
貨
）
を
自
由
に
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
た 
 

。
こ
の
た
め
国
内
の
貨
幣
量
は
正
貨
の
保
有
量
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
物
価
を
安
定
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
さ

れ
た
。
ま
た
金
本
位
制
で
は
国
際
取
引
の
決
済
手
段
と
し
て
金
が
用

い
ら
れ
、
金
の
輸
出
入
を
通
じ
て
為
替
レ
ー
ト
が
事
実
上
固
定
さ
れ

た 
 

。
さ
ら
に
は
国
際
収
支
の
不
均
衡
も
金
の
自
由
な
輸
出
入
に
よ
っ

て
自
動
的
に
調
整
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
為
替

レ
ー
ト
お
よ
び
国
際
収
支
の
安
定
化
の
効
果
も
金
本
位
制
の
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
り
欧
米
諸
国
が
次
々
と
金
本
位
制
か

（
　
）
１０

（
　
）
１１

ら
離
脱
す
る
中
で
、
日
本
も
一
九
一
七
年
に
金
輸
出
を
禁
止
し
、
金

本
位
制
を
離
脱
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
は
輸
出
ブ
ー
ム

に
よ
る
大
幅
な
国
際
収
支
の
黒
字
が
続
き
、
正
貨
準
備
も
莫
大
な
も

の
に
な
っ
て
い
た
。
国
際
収
支
と
正
貨
準
備
に
問
題
が
な
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
日
本
が
金
本
位
制
か
ら
離
脱
し
た
背
景
に
は
、
政
治
的

軍
事
的
な
配
慮
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る  
 

。
一
九
一
八
年
の
第
一
次
世
界

大
戦
終
結
に
よ
っ
て
輸
出
ブ
ー
ム
が
去
る
と
、
日
本
経
済
は
一
転
し

て
国
際
収
支
の
赤
字
と
不
況
に
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
が
な

か
な
か
金
解
禁
に
踏
み
切
れ
な
い
間
に
、
欧
米
諸
国
は
次
々
と
金
解

禁
を
行
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
終
わ
り
に
は
、
主
要
国
の
中
で
金

本
位
制
に
復
帰
し
て
い
な
い
国
は
日
本
だ
け
と
な
り
、
金
解
禁
問
題

は
昭
和
初
期
に
お
け
る
経
済
界
・
政
界
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

た 
 

。
　
慢
性
的
な
国
際
収
支
の
赤
字
と
不
況
、
不
安
定
な
為
替
レ
ー
ト
と

い
っ
た
当
時
の
日
本
経
済
が
抱
え
て
い
た
問
題
を
解
決
す
る
切
り
札

と
し
て
金
解
禁
論
が
世
論
の
支
持
を
集
め
る
中
、
一
九
二
九
年
七
月

に
成
立
し
た
浜
口
内
閣
は
金
解
禁
を
公
約
に
掲
げ
た
。
浜
口
内
閣
の

金
解
禁
政
策
を
推
し
進
め
た
中
心
人
物
が
、
蔵
相
と
な
っ
た
井
上
準

之
助
だ
っ
た
。
国
際
収
支
が
赤
字
の
ま
ま
金
解
禁
を
行
え
ば
、
正
貨

の
海
外
流
出
に
よ
っ
て
金
本
位
制
は
早
晩
行
き
詰
ま
る
こ
と
に
な
る
。

（
　
）
１２

（
　
）
１３
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そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
井
上
蔵
相
は
、
財
政
支
出
を
減

ら
し
、
国
民
に
消
費
節
約
と
貯
蓄
を
訴
え
る
緊
縮
政
策
を
行
っ
た
。

前
の
田
中
内
閣
の
手
で
成
立
し
て
い
た
一
九
二
九
年
度
の
予
算
を
そ

の
ま
ま
執
行
せ
ず
切
り
詰
め
を
行
い
、
官
吏
の
給
与
の
引
き
下
げ
に

も
着
手
し
た
。
そ
の
結
果
、
積
極
財
政
を
掲
げ
る
前
内
閣
の
下
で
拡

大
傾
向
に
あ
っ
た
政
府
支
出
は
、
引
き
締
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
一
月
の
金
解
禁
は
、
当
時
の
実
勢
為
替
レ
ー
ト
に
比

べ
円
高
ド
ル
安
の
旧
平
価
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
製
品

が
外
国
製
品
に
比
べ
割
高
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
国
際
収
支
を
悪

化
さ
せ
た
。
国
際
収
支
の
う
ち
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
取
引
に
関
わ
る
経

常
収
支
は
一
九
二
九
年
に
七
八
〇
〇
万
円
の
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
一

九
三
〇
年
に
黒
字
額
が
四
〇
〇
〇
万
円
に
半
減
し
、
一
九
三
一
年
に

は
八
一
〇
〇
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
（
図
５
）。
こ
れ
に
対
し
て
井

上
蔵
相
は
更
な
る
財
政
支
出
削
減
に
よ
っ
て
経
常
収
支
の
悪
化
に
歯

止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
金
本
位
制
に
復
帰
し
た
当

時
の
日
本
で
は
、
国
際
収
支
の
動
向
が
財
政
政
策
を
左
右
し
た
。

　
金
融
政
策
も
金
本
位
制
に
よ
っ
て
厳
し
い
制
約
を
受
け
た
。
金
解

禁
後
の
経
常
収
支
の
悪
化
に
加
え
、
活
発
な
為
替
投
機
に
よ
っ
て
正

貨
の
大
量
流
出
が
起
き
た 
 

。
浜
口
内
閣
が
成
立
し
た
一
九
二
九
年
七

月
の
平
均
為
替
レ
ー
ト
は
一
ド
ル
＝
二
円
二
一
銭
で
あ
り
、
一
ド
ル

（
　
）
１４

＝
約
二
円
の
旧
平
価
に
比
べ
一
割
ほ
ど
円
安
ド
ル
高
で
あ
っ
た
。
浜

口
内
閣
が
旧
平
価
で
金
解
禁
を
行
う
こ
と
を
予
想
し
た
投
機
家
達
は
、

金
解
禁
後
の
円
高
ド
ル
安
を
見
越
し
て
、
積
極
的
に
円
買
い
ド
ル
売

り
を
進
め
た
。
そ
し
て
実
際
に
金
解
禁
が
行
わ
れ
、
為
替
レ
ー
ト
が

旧
平
価
に
戻
る
と
同
時
に
、
今
度
は
円
売
り
ド
ル
買
い
に
よ
っ
て
利

益
を
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ
た
。
金
解
禁
を
行
っ
た
以
上
、

日
本
の
政
府
・
金
融
当
局
は
投
機
家
の
要
求
を
拒
む
こ
と
は
で
き
ず
、

求
め
ら
れ
る
が
ま
ま
ド
ル
の
売
却
、
金
の
輸
出
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
金
解
禁
か
ら
一
年
で
正
貨
準
備
高
の
約
三
割
に
あ
た
る
三
・
八

億
円
の
正
貨
が
流
出
し
た
（
図
５
）。

　
一
九
三
一
年
九
月
に
英
国
が
金
本
位
制
を
離
脱
す
る
と
、
日
本
も

金
輸
出
再
禁
止
・
金
本
位
制
離
脱
に
追
い
込
ま
れ
る
と
の
見
方
が
強

く
な
っ
た
。
金
輸
出
再
禁
止
後
の
円
安
ド
ル
高
を
見
越
し
て
、
再
び

大
規
模
な
円
売
り
ド
ル
買
い
投
機
が
始
ま
っ
た
。
金
本
位
制
を
維
持

す
る
た
め
日
本
の
政
府
・
金
融
当
局
は
、
投
機
家
の
ド
ル
買
い
注
文

に
対
し
て
ド
ル
売
り
で
応
じ
、
正
貨
の
流
出
は
さ
ら
に
深
刻
な
も
の

に
な
っ
た
。
正
貨
準
備
高
は
一
九
三
一
年
末
に
は
五
・
六
億
円
と
な

り
、
金
解
禁
前
の
約
四
割
の
水
準
ま
で
減
少
し
た
（
図
５
）。

　
金
本
位
制
の
下
で
は
、
国
内
の
貨
幣
量
は
正
貨
準
備
高
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
正
貨
の
大
量
流
出
が
起
き
る
と
、
そ
れ
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に
応
じ
て
国
内
の
貨
幣
量
も
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
深
刻
な

不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
金
融
が
引
き
締
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、
金
本

位
制
の
下
で
金
融
政
策
が
正
貨
準
備
高
に
左
右
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。

　
金
本
位
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
正
貨
準
備
な
い
し
は
国
際
収

支
を
安
定
的
に
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
金
解
禁
後
の
日

本
の
財
政
・
金
融
政
策
は
、
正
貨
準
備
と
国
際
収
支
の
安
定
維
持
が

最
優
先
の
課
題
と
な
り
、
国
内
の
景
気
に
対
す
る
配
慮
は
後
回
し
と

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
金
本
位
制
の
制
約
が
不
況
下
で
の
財
政
・
金

融
の
引
き
締
め
に
つ
な
が
り
、
不
況
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
た
。
昭

和
恐
慌
期
に
お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
の
背
景
に
は
、
金
本
位

制
の
制
約
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
財
政
・
金
融
政
策
の
問
題
が
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
現
在
の
日
本
で
は
金
本
位
制
は
放
棄
さ
れ
、
管
理
通
貨
制
度
お
よ

び
変
動
為
替
相
場
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
管
理
通
貨
制
度
お
よ

び
変
動
為
替
相
場
制
度
の
下
で
は
、
正
貨
準
備
・
国
際
収
支
の
安
定

よ
り
も
国
内
経
済
の
安
定
が
優
先
さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の

経
済
危
機
に
お
い
て
は
、
国
内
経
済
の
安
定
を
図
る
た
め
拡
張
的
な

財
政
・
金
融
政
策
が
と
ら
れ
、
実
体
経
済
の
落
ち
込
み
に
一
定
の
歯

止
め
が
か
け
ら
れ
た
（
表
５
）。
こ
の
こ
と
が
、
昭
和
恐
慌
に
匹
敵
す

0.0

－5.0

－10.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0
（億円）

（年）
1920 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

正貨準備

経常収支

図５　経常収支と正貨準備の推移（１９２０～３５年）
出典：山澤逸平・山本有造『長期経済統計　第１４巻：貿易と国際収支』（東洋経済新報

社、１９７９年）１３４頁、２２４～２２７頁より作成。
　注：正貨残高は年末の数値である。
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る
ほ
ど
の
経
済
危
機
に
も
関
わ
ら
ず
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
深
刻
な
動
揺

が
生
じ
な
か
っ
た
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）　
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性

　
昭
和
恐
慌
期
と
現
代
で
は
、
通
貨
制
度
に
加
え
て
、
銀
行
シ
ス
テ

ム
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
昭
和
初
期
の
日
本
の
銀
行
シ
ス
テ
ム

は
、
自
由
放
任
主
義
か
ら
政
府
の
規
制
に
よ
る
管
理
主
義
へ
と
移
行

す
る
途
上
に
あ
り
、
経
営
に
不
安
を
抱
え
る
銀
行
が
少
な
く
な
か
っ

た
。
ま
た
破
綻
銀
行
の
預
金
者
を
保
護
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

仕
組
み
も
未
整
備
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
銀
行
シ
ス
テ
ム
内
部
の

脆
弱
性
が
昭
和
恐
慌
に
よ
っ
て
露
呈
し
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
深
刻
な

動
揺
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る 
 

。

　
昭
和
恐
慌
期
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
て
い
た
問
題
の
一
つ
が
、

多
数
の
小
銀
行
の
存
在
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
初
め
の
銀
行
数
は

九
七
六
行
で
あ
り
、
現
在
（
二
〇
〇
九
年
度
初
め
の
銀
行
数
、
一
四
九

行
）
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
数
の
銀
行
が
営
業
し
て
い
た
（
表
１
、

表
５
）。

　
一
八
七
二
年
の
国
立
銀
行
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
日
本
に
本
格
的

な
銀
行
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
経
済
成
長
と
政
府
の
自
由

放
任
主
義
の
も
と
で
民
間
銀
行
は
急
速
に
増
え
、
一
九
〇
一
年
末
に

（
　
）
１５

普
通
・
貯
蓄
銀
行
の
数
は
二
三
三
四
行
に
達
し
た  
 

。
一
八
九
〇
年
代

後
半
以
降
、
小
銀
行
の
乱
立
に
よ
る
弊
害
を
危
惧
し
た
政
府
は
そ
れ

ま
で
の
自
由
放
任
主
義
か
ら
銀
行
集
中
政
策
に
転
換
し
、
銀
行
同
士

の
合
併
を
推
進
し
始
め
た  
 

。
一
九
〇
〇
～
〇
一
年
の
恐
慌
で
中
小
銀

行
が
多
数
破
綻
し
、
政
府
の
銀
行
集
中
政
策
は
強
化
さ
れ
た
。
一
九

〇
一
年
を
ピ
ー
ク
に
銀
行
数
は
減
少
し
て
い
っ
た
が
、
銀
行
集
中
の

進
展
は
政
府
の
期
待
に
反
し
て
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
経
営
基

盤
の
弱
い
小
銀
行
を
多
数
抱
え
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
不
安
定
で
あ
り
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
経
済
が
慢
性
的
な
不
況
に
陥
る
と
、
銀

行
シ
ス
テ
ム
は
し
ば
し
ば
動
揺
し
た
（
一
九
二
〇
年
の
反
動
恐
慌
、
一

九
二
二
年
の
銀
行
恐
慌
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
る
動
揺
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
政
府
は
一
九
二
七
年
に
銀
行
法

を
制
定
し
、
最
低
資
本
金
制
度
を
設
け
た
。
最
低
資
本
金
制
度
は
、

既
存
の
普
通
銀
行
に
対
し
て
五
年
以
内
に
原
則
一
〇
〇
万
円
以
上
の

資
本
金
を
保
持
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
単
独
で
の

増
資
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
最
低
資
本
金
の
条
件
を
満
た
さ
な
い

小
銀
行
は
、
他
行
と
統
合
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
廃
業
す
る
か
の

選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
最
低
資
本
金
制
度
に
よ
っ

て
銀
行
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
は
加
速
し
、
一
九
二
七
年
初
め
に
一
五
四

四
行
あ
っ
た
銀
行
の
数
は
、
一
九
三
〇
年
初
め
に
は
九
七
六
行
ま
で

（
　
）
１６

（
　
）
１７
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減
少
し
た
（
表
１
）。
一
九
二
七
年
の
銀
行
法
制
定
以
降
、
銀
行
統
合

は
急
速
に
進
展
し
た
も
の
の
、
昭
和
恐
慌
期
に
は
依
然
と
し
て
多
数

の
小
銀
行
が
存
在
し
て
い
た  
 

。
経
営
基
盤
の
弱
い
小
銀
行
は
実
体
経

済
の
悪
化
に
耐
え
き
れ
ず
に
相
次
い
で
破
綻
し
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
の

動
揺
を
引
き
起
こ
し
た
。

　
銀
行
が
特
定
の
企
業
と
癒
着
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
機
関
銀
行
」
の

蔓
延
も
、
昭
和
恐
慌
期
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
て
い
た
問
題
で

あ
っ
た 
 

。
機
関
銀
行
は
、
銀
行
経
営
者
が
営
ん
で
い
る
他
の
事
業
の

資
金
調
達
機
関
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
。
こ
の
た
め
機
関
銀
行
の

貸
出
は
銀
行
経
営
者
が
営
む
事
業
向
け
に
集
中
し
、
焦
げ
付
く
こ
と

が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
戦
前
の
日
本
で
は
、
機
関
銀
行
の
蔓
延
が

銀
行
業
の
前
近
代
性
の
象
徴
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
日
本
銀

行
の
調
査
報
告
書
は
、「
銀
行
重
役
カ
他
ノ
事
業
ニ
直
接
ノ
関
係
ヲ

有
シ
又
ハ
自
ラ
投
機
ヲ
行
ヒ
、
自
然
銀
行
ヲ
シ
テ
此
等
重
役
ノ
投
機

又
ハ
事
業
ノ
金
融
機
関
タ
ラ
シ
ム
ル
」
と
述
べ
、
機
関
銀
行
の
問
題

点
を
指
摘
し
て
い
る 
 

。O
kazaki,

Saw
ada,

and
Y
okoyam

a

 
           
          
      
  

（2005

    
）
は
銀
行
と
企
業
と
の
人
的
関
係
に
着
目
し
、
銀
行
役
員
が
企

業
役
員
を
兼
ね
て
い
る
状
況
を
定
量
的
に
分
析
し
た 
 

。
彼
ら
は
、
昭

和
初
期
に
お
い
て
八
割
以
上
の
銀
行
が
企
業
と
人
的
関
係
を
有
し
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
機
関
銀
行
の
蔓
延
を
裏
付
け
る
実
証
結

（
　
）
１８

（
　
）
１９

（
　
）
２０

（
　
）
２１

果
を
報
告
し
て
い
る
。
昭
和
恐
慌
は
こ
れ
ら
の
機
関
銀
行
を
直
撃
し
、

破
綻
に
追
い
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る  
 

。

　
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
預
金
者
保
護
の
仕
組
み
は
、
現
在
に
比
べ

て
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
預
金
保
険
制
度
も
な
く
、
破
綻

銀
行
の
預
金
払
い
戻
し
が
政
府
に
よ
っ
て
一
定
の
金
額
ま
で
保
証
さ

れ
る
仕
組
み
は
存
在
し
な
か
っ
た  
 

。
そ
の
た
め
銀
行
が
破
綻
し
た
場

合
、
預
金
の
払
い
戻
し
額
が
幾
ら
に
な
る
か
は
、
銀
行
と
預
金
者
間

の
交
渉
に
委
ね
ら
れ
た 
 

。
破
綻
銀
行
の
資
産
売
却
や
重
役
の
私
財
提

供
に
よ
っ
て
小
口
預
金
は
全
額
払
い
戻
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

一
般
預
金
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て
は
大
き
く
減
額
さ
れ
る
の
が
通
常

で
あ
っ
た
。
伊
牟
田
（
二
〇
〇
一
）
は
戦
前
に
お
け
る
銀
行
破
綻
の

個
々
の
事
例
に
着
目
し
、
破
綻
後
の
預
金
払
い
戻
し
の
プ
ロ
セ
ス
を

詳
細
に
分
析
し
て
い
る 
 

。
そ
の
中
で
伊
牟
田
は
、
金
融
恐
慌
期
に
お

け
る
破
綻
銀
行
か
ら
の
預
金
払
い
戻
し
額
の
平
均
値
は
預
金
額
の
半

分
弱
で
あ
り
、
昭
和
恐
慌
期
に
お
い
て
も
似
た
よ
う
な
状
況
が
継
続

し
た
と
述
べ
て
い
る 
 

。
こ
の
よ
う
に
銀
行
破
綻
に
よ
っ
て
預
金
者
が

大
き
な
損
失
を
被
る
よ
う
な
状
況
で
は
、
預
金
者
は
銀
行
の
破
綻
情

報
に
敏
感
に
反
応
し
、
パ
ニ
ッ
ク
が
誘
発
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
昭
和
恐
慌
期
に
お
い
て
も
、
幾
つ
か
の
地
域
で
パ
ニ
ッ
ク

が
発
生
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和
初
期
の
銀
行
シ
ス

（
　
）
２２

（
　
）
２３

（
　
）
２４

（
　
）
２５

（
　
）
２６
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テ
ム
は
、
銀
行
破
綻
か
ら
預
金
者
を
保
護
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

が
未
整
備
で
あ
り
、
パ
ニ
ッ
ク
発
生
の
危
険
性
を
常
に
抱
え
て
い
た
。

そ
し
て
パ
ニ
ッ
ク
に
対
す
る
脆
弱
性
が
、
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
銀

行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
を
深
刻
な
も
の
に
し
た
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び
に

　
本
研
究
で
は
、
昭
和
恐
慌
が
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
与
え
た
影
響
を
定

量
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
、
地
方
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
深
刻
な

動
揺
が
生
じ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
一
方
、
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の

経
済
危
機
に
つ
い
て
は
、
危
機
が
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
形
跡
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
恐
慌
と
二
〇
〇
八
～

〇
九
年
の
経
済
危
機
は
と
も
に
深
刻
な
経
済
危
機
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、
二
つ
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
ず
通
貨
制
度
の
問
題
が
あ
る
。
昭
和
恐
慌
期
の
日
本
は

通
貨
制
度
と
し
て
金
本
位
制
を
採
用
し
て
お
り
、
財
政
・
金
融
政
策

が
国
際
収
支
・
正
貨
準
備
高
の
動
向
に
左
右
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

不
況
の
最
中
に
も
関
わ
ら
ず
財
政
・
金
融
が
引
き
締
め
ら
れ
、
実
体

経
済
の
更
な
る
悪
化
を
招
い
た
。
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
銀
行
シ
ス

テ
ム
の
動
揺
の
背
景
に
は
、
金
本
位
制
の
制
約
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
失
敗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
昭
和
初
期
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
、
過
剰
な
銀
行
数
、
機
関
銀

行
の
蔓
延
、
預
金
者
保
護
制
度
の
未
整
備
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
昭
和
恐
慌
を
契
機
と
し
て
一
気
に
噴
出

し
、
多
数
の
銀
行
破
綻
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
動
揺
は
、
マ
ク
ロ
的
問

題
（
通
貨
制
度
の
問
題
）
と
ミ
ク
ロ
的
問
題
（
銀
行
制
度
の
問
題
）
と

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
生
じ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
銀

行
シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
と
っ
て
適
切
な
マ
ク
ロ
政
策
と
ミ
ク
ロ
政
策

が
と
も
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
昭
和
恐
慌

期
の
教
訓
は
、
安
定
的
な
銀
行
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
政
策
が
望
ま
し
い
か
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
１
）　
休
業
銀
行
数
一
一
八
を
一
九
三
〇
年
初
め
の
銀
行
数
九
七
六
で

除
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
休
業
率
を
求
め
た
。

（
２
）　
進
藤
寛
「
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
休
業
銀
行
・
開
店
休
業
銀
行

の
実
態
と
影
響
」（『
地
方
金
融
史
研
究
』
第
一
八
号
、
一
九
八
七

年
、
一
○
一
～
一
二
六
頁
）。

（
３
）　
進
藤
寛
、
前
掲
書
。

（
４
）　
進
藤
寛
、
前
掲
書
、
第
２
表
、
第
８
表
。
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（
５
）　A
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（
６
）　
日
本
商
工
会
議
所
編
「
各
地
金
融
梗
塞
ノ
実
情
並
之
カ
対
策
ニ

関
ス
ル
各
商
工
会
議
所
意
見
」（『
戦
間
期
日
本
金
融
問
題
資
料
叢

書
　
第
一
六
巻
』
大
空
社
、
一
九
九
九
年
、
四
六
～
四
七
頁
）。

（
７
）　
秋
吉
史
夫
「
銀
行
取
付
が
生
産
活
動
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

─
昭
和
恐
慌
期
の
分
析
─
」（『
日
本
経
済
研
究
』
第
五
五
号
、
二

〇
〇
六
年
、
四
三
～
五
八
頁
）。

（
８
）　
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
は
信
用
力
に
問
題
の
あ
る
個
人
向
け

の
住
宅
ロ
ー
ン
で
あ
り
、
証
券
化
の
手
法
と
結
び
つ
い
て
近
年
急

速
に
成
長
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
夏
頃
よ
り
米
国
の
住
宅

価
格
が
下
落
し
始
め
る
と
、
そ
の
多
く
が
不
良
債
権
化
し
た
。

（
９
）　
都
市
銀
行
の
貸
出
残
高
は
、
二
〇
〇
八
年
に
大
き
く
増
加
し
た

も
の
の
、
二
〇
〇
九
年
に
減
少
し
、
二
〇
〇
七
年
末
の
残
高
水
準

に
戻
っ
た
。

（
　
）　
正
貨
に
は
、
金
そ
の
も
の
の
他
に
日
本
銀
行
が
海
外
に
保
有
す

１０
る
ド
ル
や
ポ
ン
ド
と
い
っ
た
国
際
通
貨
も
含
ま
れ
た
（
在
外
正

貨
）。

（
　
）　
一
円
は
金
〇
・
七
五
グ
ラ
ム
、
一
ド
ル
は
約
金
一
・
五
グ
ラ
ム

１１
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
為
替
レ
ー
ト
は
一
ド
ル
＝
約
二
円
に
固
定

さ
れ
た
。

（
　
）　
中
村
隆
英
『
昭
和
恐
慌
と
経
済
政
策
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一

１２
九
九
四
年
）
三
三
頁
。

（
　
）　
金
解
禁
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
村
隆
英
、
前
掲
書
な
ら

１３

び
に
岩
田
規
久
男
編
著
『
昭
和
恐
慌
の
研
究
』（
東
洋
経
済
新
報

社
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
　
）　
中
村
隆
英
、
前
掲
書
、
九
五
～
九
八
頁
、
一
六
三
～
一
八
八
頁
。

１４
（
　
）　
岡
崎
哲
二
「
戦
前
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
と
銀
行
淘
汰
」（『
経

１５
済
史
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
〇
四
年
、
一
～
一
八
頁
）
は
、
戦
前

日
本
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

（
　
）　
普
通
銀
行
は
一
八
九
〇
行
、
貯
蓄
銀
行
は
四
四
四
行
で
あ
っ
た
。

１６
数
値
は
、
後
藤
新
一
『
日
本
の
金
融
統
計
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
七
〇
年
、
五
六
頁
）
に
基
づ
く
。
貯
蓄
銀
行
は
、
小
口
預
金

を
専
門
に
扱
う
金
融
機
関
で
あ
っ
た
。

（
　
）　
加
藤
俊
彦
『
本
邦
銀
行
史
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
七

１７
年
）
一
四
七
～
一
五
四
頁
。

（
　
）　
小
銀
行
の
整
理
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
が
終
了
し
た
の
は
、
第
二
次

１８
世
界
大
戦
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
末
に
は
銀
行
は
六

五
行
（
普
通
銀
行
六
一
、
貯
蓄
銀
行
四
）
と
な
っ
た
。
数
値
は
、

後
藤
新
一
、
前
掲
書
、
五
八
頁
に
基
づ
く
。

（
　
）　
機
関
銀
行
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
橋
亀
吉
・
森
垣
淑
『
昭
和

１９
金
融
恐
慌
史
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
　
）　
日
本
銀
行
調
査
局
「
世
界
戦
争
終
了
後
ニ
於
ケ
ル
本
邦
財
界
動

２０
揺
史
」（
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
　
明
治
大
正

編
　
第
二
二
巻
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
五
八
年
、
五
四
八
～
五

四
九
頁
）。

（
　
）　O

kazaki,T
.,
M
.Saw
ada,

and
K
.Y
okoyam

a
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kazaki

       
      
ら
の

研
究
に
対
す
る
批
判
的
検
討
と
し
て
、
鹿
野
嘉
昭
「
岡
崎
哲
二
氏

の
講
演
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（『
経
済
史
研
究
』
第
八
号
、
二
〇

〇
四
年
、
一
九
～
四
〇
頁
）
が
あ
る
。

（
　
）　
一
九
二
七
年
銀
行
法
に
よ
っ
て
銀
行
重
役
の
兼
務
が
原
則
禁
止

２２
と
さ
れ
た
が
、
機
関
銀
行
と
し
て
不
健
全
な
経
営
を
続
け
る
銀
行

は
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
　
）　
現
在
の
預
金
保
険
制
度
で
は
、
元
本
一
〇
〇
〇
万
円
ま
で
の
預

２３
金
と
そ
の
利
子
の
払
い
戻
し
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

（
　
）　
破
綻
銀
行
と
預
金
者
の
交
渉
プ
ロ
セ
ス
に
、
政
府
が
介
入
す
る

２４
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。

（
　
）　
伊
牟
田
敏
充
「
銀
行
整
理
と
預
金
支
払
」（
石
井
寛
治
・
杉
山

２５
和
雄
編
『
金
融
危
機
と
地
方
銀
行
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

一
年
、
二
三
～
四
九
頁
）。

（
　
）　
伊
牟
田
敏
充
、
前
掲
書
、
四
七
頁
。

２６

（
あ
き
よ
し
　
ふ
み
お
・
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
講
師
）


